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巻　頭　言

工学部は消え去るであろう
大沼　一彦

（千葉大学大学院工学研究科）

今日，声高に日本の生き残り作戦として，高度な技術，知識と人はいう。そのような人を養成しなくてはいけない

と，昨年の勤労感謝の日に NHKの特集で言っていた。何をか言わんやである。全体を見てものを言え。私の所属す

る工学部の入学試験の競争率は 3倍程度である。以前の人気が全くない。原因の一つは企業にある。技術者を軽んじ

ているからである。汗水たらして働いている技術者の給料がいいわけではない。また，最近は，どこかに優れた技術

集団があると，お金にものを言わせて買いあさる。技術者が家庭で息子に，将来，技術者になれと言うだろうか。今や，

誇りも失っている。

大学では就職先を考えるときに，一番はじめに給料（お金）の高さを考える学生が多くなり，自分が学んできた専

門以外のところを希望する人がいる。そんな学生をみていると，何のための学生であり先生であるのか。お金に振り

回されている。

その昔，お金は物と物を仲介する存在であった。その存在から自由になり，化け物となり，その化け物に何で私達

は振り回されなければいけないのか，大いに疑問である。そのような社会に舵を切った人達は何が欲しかったのか，

欲しいものは得られたのであろうか。日本国民を幸せにしたのであろうか。舵を切った人は大学も市場原理にまきこ

んだ。アメリカのようになってほしいと。今や，大学はお金を取ってきた先生が優れている先生である。真理を追

究し，真理をわかりやすく世に語る大学の本来の目的はどこにいってしまったのか。今度の地震や原子力発電所の問

題でも，学者の責任は大きいと考える。

2010 年 12 月 12 日の読売新聞に山崎正和氏は，日本の学術振興には司令塔となる存在が必要であると論説してい

る。アメリカでは市場（企業）が，中国では国家がその強い存在であるが，日本にはそれがないと。そうであろう。

しかし，人間を動かしているのは決してお金ではない。真実である。居眠り磐音江戸草双紙をはじめとする江戸時代

小説を読んでいると，どんなに受け入れたくないことでも，真に人を動かしているのは真実だけである。嘘は，真実

に勝つことはできない。

もうそろそろ，眼をつぶって耳を塞いでいるのはやめて，何が大切であるかをもう一度考えてみる必要がある。如

何に真実（真理）に迫れたか，研究者であれば，いやいや人間であれば，その喜びは（感動は）大きいものであるは

ずだ。

寒い夜，犬の散歩に行って見上げる空のオリオン座は美しい。昨年のふたご座流星群も美しかった。星といえば，

北斗七星のなかに一つの星に寄り添う星があり，その昔，それが視力検査に使われたようである。また，周辺視でみ

ると青い星が見え，その星は遥かかなたからやってくる光であり，それは過去何万年いや何億年彼方からやってきた

光であり，何億年が現在にあることであり，悠久の時間のなかに私達はいることになる。これが真実ではないのか！

それと比べて，化け物の方が美しく魅力的であろうか？　化け物を見ないような眼科手術が望まれる。工学部がつ

ぶれないように。

この記事の大半は，2010 年 12 月に書きました。その文章に多少加筆をして，今回の巻頭言とします。振り返ると，

視覚の科学 16 巻 2号の巻頭言で深見嘉一郎先生が「一個の煉瓦を正確に積め」と同様の趣旨で書かれていました。あ

れから 16 年が経っていますが，何かが変わっているのでしょうか。いい文化を壊してはいけないと思う。
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1.  すばる望遠鏡建設とその成果

国立天文台が海抜 4,200mの
ハワイ島マウナケア山頂に
1991 年から 9年がかりで建設
したすばる望遠鏡は，本格的観
測を始めてから今年で 11 年目
になります。建設の最大の難関
は直径 8.2mの主鏡の製作でし
た。こんなに大きなガラスを製

作できる会社も，ガラスを磨く設備をもった会社も，
当時は世界のどこにもなく，まずそのような挑戦を一
緒にする会社を探すことから始まりました。
鏡面は光を精密に反射しなければならないので，光

の波長の 1/20 以下の凸凹しか許されません。軽量化
するため鏡の厚さをわずか 20cmにしたので，鏡の姿
勢による変形は無視できません。そこでコンピュータ
制御で鏡面の形を常に理想的な回転双曲面にする「能
動光学方式」を考案し，採用することにしました。
ガラスの製作に 4年，研磨に 4年かかり，1998 年

別刷請求先：181‒8588　三鷹市大沢 2‒21‒1　国立天文台　家　正則
（2010 年 9 月 22 日受理）
Reprint requests to: Masanori Iye　National Astronomical Observatory
2‒21‒1 Osawa, Mitaka 181‒8588, Japan
(Received and accepted September 22, 2010)

総　　説

すばる望遠鏡の視力を 10倍に改善する補償光学
家 　 正 則

国立天文台

Adaptive Optics for Improving the Subaru Telescope Vision 
by an Order of Magnitude
Masanori Iye

National Astronomical Observatory

大気が揺らぐと星の光は瞬く。このため，望遠鏡の「視力」はある程度以上には改善できないと考えられ
てきた。この宿命を克服する補償光学系を開発し，ハワイ島マウナケア山頂に建設した直径 8mのすばる望
遠鏡に搭載した。補償光学系を利用しやすくするために，パワーレーザーを用いて上空 90kmの高層大気中
で光る人工星を発生させ，大気の揺らぎを測る光源にするシステムも開発した。これらのハイテク技術の原
理に加えて，すばる望遠鏡で見つけた 129億光年彼方の最遠銀河の発見の様子や，すばる望遠鏡に続く直径
30mの次世代超大型望遠鏡計画について，画像を中心に視覚的に紹介する。  
 （視覚の科学　31: 89－93，2010）
キーワード：補償光学，すばる望遠鏡，天文学，回折限界

Atmospheric turbulence causes twinkling of stars and diminishes the clarity of telescopic vision.  
We developed adaptive optics systems for the 8m Subaru Telescope atop Mauna Kea, Hawaii, to 
overcome this problem for ground-based telescopes.  To make use of the adaptive optics system easier, 
we developed a laser guide star generation system to make an arti�cial star in the upper atmosphere, 
using a power laser beam, to measure atmospheric turbulence.  The basic principles of these high-
tech systems, the scienti�c story of the discovery of the most distant galaxy, 12.9 billion light years 
distant, and a project for constructing an even larger 30m telescope are shown using images and visual 
drawings. (Jpn J Vis Sci  31: 89-93, 2010)
Key Words : Adaptive optics,  Subaru Telescope,  Astronomy,  Diffraction limit
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